
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験生の皆さん、推薦入試受験お疲れ様でした。 

仙台城南高等学校は、昨年の4月8日に428名の4期生を迎え、第２ステ－ジ

を歩み始めました。城南一期生は東北大学 2 名合格をはじめ、新たに採用の内部

推薦制度を活用した東北工業大学への進学者が 115 名、就職も 3 年連続で年内

100％内定など、見事な進路結果を残してくれました。全てが新しかった初年度か

らの 3 年間を、生徒・保護者・教職員が一体となり共に礎を築いて育んできた信

頼が、定員の1.17倍という4期生を迎える原動力となりました。 

 現在は、3年間の実践を総括して、更に進化した仙台城南高等学校を目指し、日々

努力を重ねています。本校の基本理念である大学との接続では、学習研究面だけで

なく部活動でも連携した活動が誕生しつつあります。二本柱の一つ ICT 教育は学

習以外の活動にも広がり、5月の生徒総会の資料はプリントではなく、全員が iPad

を用いて行いました。これは全国初の試みかも知れません。グロ－バル教育では、
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平成29年1月12日(木) 

推薦･奨学生 

入試特別号 

仙台城南高校で待ってます!! 

 昨年はリオデジャネイロオリンピックでの日本人の活躍で日本中がわきました。

次は、東京オリンピックです。日本人アスリ－トにとって東京オリンピックは特別

です。私も東京オリンピックを目指して頑張りたいと思っています。私は、今まで

にフェンシング競技からいろいろなことを学びました。試合に負けて、後悔して、

落ち込みもしました。しかし、落ち込んでいるばかりでは前に向かって進むことは

できません。また、過去の栄光にいつまでもしがみついている限り、成長すること

はできません。推薦入試で力を発揮できなかった人は、次の一般入試に向けて頑張

れば、ラストスパ－トで飛躍的に伸びることも可能です！ また推薦入試で合格し

た皆さんも、安心せず前を向いて進んでいくために素晴らしい目標を見つけてくだ

さい。共に仙台城南高等学校で頑張りましょう。皆さんの入学を待ってます。 

 

淡路卓 先生 

入試広報室所属 

ロンドンオリンピック 

フェンシング競技 

日本代表 

銀メダリスト 

 

校長 久力誠 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年間交流を続けてきた「台北市立大理高級中学校」と昨年11月の2学年研修旅行時に姉妹校締結の調印式を

行いました。そして、iPadを１つの道具として活用し、生き生きと交流している姿に城南生らしさを感じました。 

 今後、更なる学力の向上はもちろん、部活動や城南フェスティバルに代表される学校行事には、皆様のアイデ

ィアとバイタリティが不可欠です。皆さんとともに、手を携えて、更に進化した宮城県随一の仙台城南高等学校

を創り上げましょう。皆さんの入学を心からお待ちしております。 

残念ながら今回の推薦･奨学生入試で願いが叶わなかった方も、無料(特進奨学生入試受験者は１万円
追加)で、前期一般入試(A・B 日程)に再チャレンジできるので、ぜひ合格を勝ち取ってください。みなさんと
仙台城南高等学校でお会いすることを楽しみにしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東北工業大学との連携】 

 城南生が工大のキャンパスで大学の学びや雰囲気を総合

的に体験するテクノフォ－ラム。 

 

城南高校の中には全部ある！ 

～みなさんを待 っている特色ある教育活動～ 

受験生の皆さんへ 
 頼れる先生のおかげで、不安が解消さ

れ、直前の小論文指導でやった問題と同じ

作者の文が出題されたので、助かりまし

た。今は、学習院大学から先の夢に向かっ

て、次の人生に向かうテストを受けるため

のたくさんの知識を、私の中に満たすよう

に準備を始めました。合格された皆さんが

達成したことはとても素晴らしいと思い

ます。合格に安心せず、次の夢に向かって

私と共に頑張りましょう。 

幼い頃にテレビなどで見た世界の建

築物にとても心引かれました。建築士に

なる夢を抱いて東北工業大学建築学科

へ進学します。その道が困難であること

も挑戦心を掻き立てられました。どんな

に厳しかろうが、一生をかけて目指す方

向を見つけた私は、なんて幸せなのだろ

うと思っています。願いの叶わなかった

人も一般入試でぜひ頑張って夢を叶え

てください。 

 

 

 

 

 

 

玄地真子 さん 

学習院大学合格 

特進科３年/ 

聖ﾄﾞﾐﾆｺ中出身 

 

鞠子楊太郎 君 

東北工業大合格 

科学技術科３年

／長町中出身 

大学合格を勝ち取った本校3年生からのメッセ－ジ 

（東北工業大学には、内部推薦制度などで、100名が既に合格） 

 
【グロ－バル教育】 

研修旅行で台湾に行き(上)、「台北市立大理高級中学校」

と姉妹校締結をしました(下：調印式)。 

 

 

 

【ICT教育の実践】 

 ICT教育を通じて学ぶ、情報化社会で活きるｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ能力

の育成。（みやぎのICT教育研究専門部｢研究協議会｣から） 

 

 

 
【学校行事】 

教室で学ぶだけでは得られない、多様な体験ができること

が魅力です。（｢城南フェスティバル｣から） 

ダンス部 


